
NPO法人大分県「協育」アドバイザーネット

理念と取組

第１０回地域発『活力・発展・安心』デザイン実践交流会

NPO法人大分県「協育」アドバイザーネット 事務局長 安達美和子
理事 佐藤真由美



①人間関係力の育成（コミュニケーション能力・耐性・礼儀等）
②現代的課題である不登校、いじめ、虐待等

テーマに関する課題

課題を引き起こす背景

①家庭教育の課題
様々な理由による家庭の教育力の低下や、少子化・核家族化等による家庭教育機能が
遅滞してきた。さらに保護者の多忙化による「心より物・金」という考え方もうかがえる。

②学校教育の課題
子どもの教育に関する過度の学校依存により教職員の多忙化が進んでいる。このことに
より、 教職員は子どもと向き合う時間が減少しているという大きな課題が明らかになっ
てきた。にも 関わらず、基礎学力や運動能力、人間関係力、コミュニケーション能力の
育成・向上など広範囲の 責任・仕事で疲弊の現状にある。

③地域社会の課題
地域住民の結びつきだけでなく子どもへの関わりも弱体化し、個が優先する社会になっ
てきた。地域住民が子ども達へ注意・指導することもできにくくなった。まさに、地域の教
育力の 低下と崩壊の現状がうかがえる。



行政総体としての取り組み
①先ず、行政が主導する
②まち作りの施策として実施する
③教育の基盤に置く
④官民一体の推進

一定エリアでの取り組みの統合
①住民の生活エリア(繋がり)
②エリア内のネットワーク化
③推進体制・組織づくり
④推進の拠点づくり

学校・家庭・住民への啓発
①日常的な情報収集と提供
②地域住民同士の関わりづくり
③推進上の課題への対応
④新しいプログラムの実施

①団体・人材等のネットワーク化 ②活動支援のプラットホーム
～人材等の教育資源のバンク化・情報のワンストップ化～

プロジェクトメンバー：公民館・学校・ＰＴＡ・自治会・各種団体等

地域社会全体の連携による教育支援活動促進事業

自治会 地区交通安全協会地区老人クラブ 地区商工会育友会公民館学級生

住民参加のプログラム開発 日常的な支援プログラム 広域的な支援システム

各種組織

－多くの地域住民が地域の子ども育てに参加するための３つの条件－

～地域の大人が『出来る時・出来ること』に関わる心豊かなコミュニィティ：「地域総参加で子育てのまちづくり」～

○専門的指導者（授業でのゲストティチャー等）

○学習活動サポーター（実技補助・校外引率等）

○職場体験の受入（体験活動の場・受入先担当の明確化等）

○各種教育活動支援（読み聞かせ・伝統芸能・特別支援等）

○教職員の事務補助（図書館司書のサポート等）

○学校ホームページ作成（更新等）

○開かれた学校づくり（事業企画参加・学校評価等）

○専門的指導者（部活動・クラブ活動）

○活動支援（遠征の送迎・活動場所の提供等）

○施設整備（花壇・飼育小屋等の補修・管理）

○備品等の整備（道具・図書等）

○地域情報バンク（人材・教材・協力者等）

○地域情報の連絡システム（危険情報・環境情報等）

○学校へのクレーム対応

○給食費の未納対応

○保護者の学校理解（話し合いの場等）

○保護者の参画（学校行事への協力・広報等）

○学校外での生活指導（地域での指導・長期休業中指導等）
○学校外で安全指導（登下校の防犯・地域での声かけ等）
○地域の安全環境（安全点検やマップ・環境整備等）

クラブ・部活動支援

学習活動支援

学校施設・環境整備 学校が抱える課題対応 保護者同士のネットワーク

地域情報の提供

放課後・休業中の体験活動

安全・安心な環境作り

○放課後の学習支援（学校や図書館等）

○地域での生活指導（挨拶運動・環境整備等）

○長期休業中の指導（生活・プール指導等）

○野外体験指導（キャンプ・スポーツ等）

学校活性化支援

学校教育で求める活動 地域社会で求める活動

家庭への支援活動
親への学習機会の提供
親子参加行事支援

＜Ｈ２０：大分県教育委員会資料＞



はじまりは
大分大学高等教育開発センター開催の研修事業

（基礎編）「協育」アドバイザー基礎研修

（中級編）「協育」アドバイザー専門研修

（上級編）「協育」アドバイザー実践研修

修了者のネットワーク化

対象者
学校や地域における各種コーディネーター、各種団体・グルー
プ、ＮＰＯ等の活動者、社会教育主事等、社会教育関係職員及
び指導主事等学校教育関係職員、その他、趣旨に賛同し、職場
及び地域等において受講したことを活用できる者 等

子どもを地域全体
で育むために、家
庭・地域・学校をつ
なぐ仕組みをつく
り、協働による教育
活動を通じて、家
庭・地域の教育力
の向上を図る。
人材育成



NPO法人設立に至るまで
平成20年11月

大分大学高等教育開発センターによる

「協育」アドバイザ－養成講座開始

平成22年3月

大分県「協育」アドバイザーネット発足

基盤整備に着手

平成23年4月

具体的な事業活動計画・開始

平成23年9月

ＮＰＯ申請

平成23年12月

ＮＰＯ認証および設立登記

平成24年2月5日（日）

設立総会

未来を創る子どもたちのた
め、家庭・学校・地域社会の教
育の協働を推進するNPOの

立上

NPO法人大分県「協育」アドバイ
ザーネットは家庭、学校、社会が
地域ぐるみで青少年の健全育成
に取り組むネットワークをつくり、
子どもに関わることをとおして、
大人社会の再構築の推進も行う
「教育の協働（協育）」を推進する
一翼を担い、大分県における「協
育」のプラットホームとしての活
動を進めます。



課題の解決策（立ち位置・役割）

子どもの力を育成
人間関係力の育成
不登校、いじめ等への対応

心身ともに健全な
子どもの育成

家庭教育の課題
学校教育の課題

地域社会の課題

「協育」

～ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネットの役割～

①地域にある人的・物的・文化等の教育資源の掘り起こしと整理、及びネットワーク化を
進める。

②教育の協働を進める中核としての人材であるコーディネーターの育成・支援、活動へ
のアドバイスなどを行う。

③地域で行われる子ども達への様々な活動の展開をモデル的に示すことや、人材・プ
ログラム等の情報の提供・発信を行う。

④会員及び県内の指導者が地域で行う様々な実践活動への協力や、指導者相互の交
流の場を設定する。



ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネットの組織と
活動の仕組み

事 務 局
①事務局員
②事務内容
・会計
・事業管理
・会員管理
・各種会議
・その他

三 役
○理事長
○副理事長
○事務局長

理事長

監事

理事

副理事長

理事会
付議 共有

調
整

事
務

決議

正会員

総会

特別会員
賛助会員

正 会 員
（本会事業）

①本会の会議、人事等の運営に関する事務
②本会の予算・経理に関する事務
③会員及び本会の事業に関する支援事務
④本会の広報及び情報収集・提供に関する事務

第１「高まろう」

第２「広めよう」

第３「繋がろう」
指示 支援

共有

会
員
の
地
域
貢
献
活
動
の
充
実

＝運営機関＝ ＝実施機関＝＝決定機関＝



課題解決のための仕組み（活動の柱・構造）

「高まろう」 「広めよう」 「繋がろう」

ステージ（フィールド）
・学校
・家庭
・地域

連携・協力
・県、市町村
・団体
・機関 等

事務局（理事）で構想を練り、企画し、実施

高まろう
広めよう

繋がろう

●実践交流会の企画・運営
●既存の交流会への参加促進、参画・共催
●会員のステップアップ講座
○出張指導者育成講座（講師の派遣）
○指導者養成講座の実施

●教育の協働のモデル的・研究的事業の実施
●「協育」の啓発
○会員の実践への協力・参加

●情報収集・発信（ホームページ・会報等）
●大分県「協育」ネットワーク協議会との連携
○会員の活動の情報収集
○他団体・教育委員会等の事業情報の収集

会員・県内の指導的立場の方々に参加要請

スローガン（活動が目指すもの）

～事務局（理事）が、今、中心的にすべき役割～

（１）会員の地域での活動状況の把握
○計画的に会員訪問を行って情報を収集し、アドバイスすると
ともに、その活動を全会員や県内の指導者へ広報

（２）市町村（行政や団体等）の取り組みの把握
○組織や活動内容、実績等を把握し一体的な研究・情報提供

（１）会員同士のネットワーク化
○事務局と会員、会員同士が情報を共有することによって相互の連携
協力、更に地域の仲間とのネットワーク化の推進

（２）県・市町村教育委員会との連携、協力
○「協育」に関する取り組みなどを整理し、県および市町村教委と
連携した各種研修への参加、協力

「協育」の推進

声を掛け合える存在
二―ズへのアドバイス
（信頼関係：ありがとう）

活動主体の尊重
担当者の熱意や行動力

（協育の原点）



仕組みづくりの特徴（活動理念）
１．会員の活動の基本は次の３つである。
①会員の活動は、基本的にボランティアである。但し、必要に応じて報酬等を受けることはできる。
②各出身組織での活動の充実を目指すものである。
③教育の協働の推進を指導的、モデル的、先導的に行う組織である。

２．会としての活動をする場合は、プロジェクト事業として規程に従って事業区分に分類して実施する
こととする。その際、次の事項を遵守することとする。
①会としての事業を行う場合は、様式に従って事業概要書を事務局へ提出し、理事会で協議の上、承認を
得た後に行うこととし、会の実績とする。
但し、会の目的から鑑み、発展的な活動は会員自らの実績として拡充することを奨励する。

②会としての活動は、会の予算を活用し、会の実績として行う。
但し、会の目的から鑑み、発展的な活動は会員自らの実績として拡充することを奨励する。

③会としての活動は、会の方針に沿って行うこととし、会の実績とする。
但し、会の目的から鑑み、発展的な活動は会員自らの実績として拡充することを奨励する。

３．理事会は本会の目的から鑑み、次の事項を遵守する。
①本会の目的は、教育の協働を推進するために民間の視点から地域貢献を行うことを基本にした運営を目指す
組織である。

②本会は、会員の出身組織での活動の充実を支援する組織である。
③本会の活動は、教育の協働の推進を指導的、モデル的、先導的に行う事業を行う組織である。

４．事務局は本会の目的から鑑み、次の事項に関する情報の収集・整理を行うと共に、事務的、予
算的な 支援、及び、活動の成果の普及を行う。
①本会の運営に関する提案、会議の運営、予算の確保と執行を行う。
②会員の出身組織での活動の充実を支援する。
③本会の各活動を充実するための支援を行う。
④本会の広報、活動情報の収集・提供、県内外のネットワーク化等の事業を行う。



大分県委託事業

：「すき間支援」プロジェクト ：幼児向けエコワークショップ事業

大分市補助事業

：育メン読み聞かせ講座事業

文科省委託事業

：学校と地域の新たな協働体制の構築のための実証検証

：別府溝部学園短期大学委託の「成長分野等における中核的専門人材育成の戦略的推進事業」への参画

：別府市受託の「自律的・組織的な学校運営体制の構築に向けた調査研究事業」への参画

：別府市受託の「学習困難児童の放課後学習支援」への参画

：大分大学l高等教育開発センター受託の「学びによる地域活力活性プログラム普及・啓発事業」

「地域協育力コンファレンスINおおいた」への参画

子どもゆめ基金受託事業

：子どもふるさと体験学イン国東

大分大学学習ボランティア「フォーバル」の育成

○学生読み聞かせボランティア「ゆい」の育成

○人と本を結ぶ読書支援ネットワーク「ゆい」の立上、読書支援研修会・交流会開催

○学生ボランティア「コネクト」の育成

大分大学と共催で「協育」アドバイザー講座、企画運営

地域発「活力・発展・安心」デザイン実践交流会への参画

1人１情報の発信運動の推進事業 ：2ヶ月一度の会報発行

2ヶ月に一度の企画会議開催・理事会開催・総会（スキルアップ研修会開催）

大分大学高等教育開発センターの支援を受けながら「協育」の推進を行っています。

具体的な事業



協育アドバイザー養成講座
上級編

山口県・佐賀県



協育アドバイザー養成講座
上級編
熊本県



文科省委託事業

学校と地域の新たな協働体制の構築
のための実証検証

「研修会」「ワールドカフェ」



文科省委託事業
自律的・組織的が学校運営体制の構築に向けた調査研究事業

ＣＳ導入に伴うマネージメント力向上研修会



文科省委託事業
別府市石垣小学校4年生対象、大学生による放課後学習支援活動



文科省委託事業
別府市石垣小学校4年生対象、大学生による放課後学習支援活動



文科省委託事業
学校と地域の新たな協働体制の構築のための実証検証



文科省委託事業
学校と地域の新たな協働体制の構築のための実証検

証



文科省委託事業
学校と地域の新たな協働体制の構築のための実証検証



2泊3日「ふるさと体験学イン国東」：両子寺



2泊3日「ふるさと体験学イン国東」：文殊仙寺



人と本を結ぶ読書支援プロジェクト
「 ゆい （結い） 」



人と本を結ぶ読書支援プロジェクト
「 ゆい （結い） 」



人と本を結ぶ読書支援プロジェクト
「 ゆい （結い） 」





仲間がいる

ひとり じゃない

真実の心。偽りや飾りのない心。誠意を尽くす。



今後の活動

計画的な取り組みを通して、次の２点を推進
①会員同士のネットワーク化
事務局と会員の連携に止まらず、会員が情報を共有することによって会員同士が
連携、協力して 活動を充実することを目指す。さらに、地域の仲間とのネットワー
ク化や活動の協働等も支援する。

②県・市町村教育委員会との連携、協力
県および市町村の取り組み情報や県内各地で行われている教育の協働に関する
取り組みなどを一体的に整理し、県および市町村教育委員会と連携した各種研修
への連携、協力を進める。

ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネットは、県内の機関、企業、団体・グループ
を繋ぎ、家庭、学校、地域社会を繋ぐためのモデル的・先導的な取り組みを目指し
ています。多くの関係者の理解をいたき、それぞれの活動への情報提供や活動へ
の協力をしつつ、教育の協働を進めるコーディネーターとして先導的に活動を推
進していきます。



「協育」の「協」をイメージし、家庭、学校、地域社会の３つの力を十（合わ
せて）して、子どもたちを育む、願いを込めています。
また、左の「三日月」と「子（の逆さま）」は「育」を表しています。
それぞれの色は光の三原色、色の三原色をなし、さまざまな彩りをつく
る可能性を示しています。

NPO法人 大分県 「協育」アドバイザーネットホームページ

NPO法人 大分県「協育」アドバイザーネットロゴマーク


